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介介介介紹紹紹

図１ きのくにICT教育・学習指導案等

図２ 小学校でのプログラミング教育の様子

本稿では，本県で推進する「きのくにICT教育」

の概要について解説する。

１．きのくにICT教育

これからの高度情報化社会において，情報活用

能力や問題を発見・解決する能力，物事を論理立

てて考える力等は，変化の著しい社会を生き抜く

ために必要な資質・能力である。

これら必要とされる力を育み，来るべき社会で

活躍できる人材を育成するため，本県では独自の

ICT教育カリキュラムである「きのくにICT教育」

を推進している。

全国でのプログラミング教育の必修化に先駆

け，本県では，体系立ったプログラミング教育を

県内全ての公立学校で令和元年度から実施してい

る。実施に際して，小・中・高等学校それぞれの

プログラミング教育に関する学習指導案を作成

し，県内全ての公立学校に配布した。

本県の学習指導案については，Webページ（下

記URL）にてダウンロード可能である。

和歌山県教育委員会「きのくにICT教育」

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/501100/

ictforum.html

１．１ 小学校におけるプログラミング教育

小学校をプログラミング教育の「体験期」と位

置づけ，プログラミングを通して各教科の目標を

達成するとともに，プログラミングに慣れ親し

み，身近なものとして考えられるようにすること

としている。

例えば，小学校５年生では，算数の授業の中で

ビジュアル言語を用いて，コンピュータの画面上

に正三角形や正方形等の図形を描くことで，正多

角形の特徴について理解するなどの学習を行う。

また，小学校６年生では，総合的な学習の時間

において，配布したロボット教材を活用し，セン

サーで開閉する自動ドアのプログラムを作り，身

近なものがプログラムによって動作していること

を体験するなど，楽しみながらプログラミング的

思考力を身につけていくこととしている。

１．２ 中学校におけるプログラミング教育

中学校をプログラミング教育の「基礎期」と位

置づけ，小学校において育んだプログラミング的

思考を定着させるとともに，プログラミングにつ

いて，基礎を学び始める時期とし，技術・家庭科

きのくにICT教育～和歌山県のプログラミング教育～

和歌山県教育庁学校教育局県立学校教育課（兼）義務教育課 指導主事 肥田 真幸



18

図３ 中学校でのプログラミング教育の様子

図４ 高等学校でのプログラミング教育の様子

（技術分野）（以下「技術科」とする）で，３年間

を通して計２５時間のプログラミング教育を実施す

ることとしている。

具体的には，ロボットキットや小型コンピュー

タボードを用いて，センサーについて学び，ロボ

ットカーを壁際で自動停止させるといったプログ

ラミング等を行い，与えられた課題や自ら設定し

た課題の解決に向けて試行錯誤したりする。この

ような学習活動により，達成感を獲得しながら，

プログラミングに慣れ親しみ，プログラミングの

基礎を身につけることとしている。

また，他者のコンピュータにメッセージを送信

するチャットシステムをプログラミングする内容

の学習では，そのプログラムをより使いやすくす

るためのカスタマイズを生徒自身で考え，実現す

るといった活動を行う。利用者の視点をもってプ

ログラミングを行うことで，試行錯誤の末，身近

な情報技術にも使いやすくするための工夫が施さ

れていることを学び，社会における課題の解決に

向け，情報技術がどのようにアプローチできるか

などを考察できるようにしている。

１．３ 高等学校におけるプログラミング教育

高等学校をプログラミング教育の「応用期」と

位置づけ，小・中学校で体系的に培ってきた力を

活用して，テキスト言語について学ぶとともに，

タブレット端末等で動作するアプリを制作して，

自分のアイデアを実現する。

共通教科情報科の授業の中で，２０時間程度を使

い，JavaScript及びHTML/CSSを用いてプログ

ラミングを行うこととしている。

自分の制作したアプリをパソコン画面上でプレ

ビューするだけでなく，タブレット端末を用いて

実際に動作確認することで，制作しているアプリ

の使いやすさ等についても考えが深めやすくな

る。また，タブレット端末の内蔵センサー（地磁

気センサー等）を用いたアプリの制作等，より高

度なアプリ制作に挑戦できるようにしている。

JavaScriptとHTML/CSSは，アプリのインタ

ーフェースやデザインについて考察し，カスタマ

イズするなどの試行錯誤がしやすく，ユーザビリ

ティやユニバーサルデザイン等の情報デザインに

ついても学ぶことができ，幅広い情報活用能力の

育成にもつながると考える。

１．４ 特別支援学校におけるプログラミング教育

特別支援学校においては，プログラミング教育

を効果的に実施するために，令和元年度に大学教

員を招聘し，特別支援学校教員を対象とした研修

を実施した。また，プログラミング教育の実施に

際しては，小学校から高等学校までの内容を，個々

の実態に応じて指導することとしており，公開授

業や校種別の研修等に教員が参加し，効果的なプ

ログラミング教育の実施に向け，取り組んでいる。

２．県独自の学習指導案について

平成３０年度に本県で独自の学習指導案を作成
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図５ 教員研修の様子

し，令和元年度に県内全ての公立学校に配布した。

小学校では，算数，理科，総合的な学習の時間

等の学習指導案を５年生は１３案，６年生は１０案，

掲載している。

また，中学校の技術科においては，情報を取り

扱う「情報の技術」，「ネットワークを活用した双

方向性のあるコンテンツ」及び「計測と制御」の

中で，プログラミングによって問題解決を図る計

２５時間分の学習指導案を掲載している。３年生で

は，高等学校で行うテキスト言語の学習に円滑に

移行するため，テキスト言語とビジュアル言語を

比較する授業を実施するなど，中・高等学校の接

続を意識できる内容としている。

高等学校では，テキスト言語を第１章から第１２

章まで順に学んでいくカリキュラムと，完成した

アプリの一部をカスタマイズしながら，「配列」

等について学ぶカリキュラムも準備している。

また，教員がプログラミング教育を円滑に実施

できるように，学習指導案の補助資料を作成した。

小学校では，使用するソフトウェア等の操作説明

書及び動画による操作説明等を収録したDVDを，

中学校では，授業で使うサンプルプログラム等を

掲載した補助資料を，高等学校では，準備してい

るアプリについて考察を深めるために活用できる

ワークシート（アプリプログラミングシート）を

提供している。

３．ロボットキット等の機材の配布

小学校ではロボットキット，中学校ではロボッ

トキットと小型コンピュータボード，高等学校で

はタブレット端末を配布した。なお，小・中学校

では，学習内容の接続や学びやすさを考慮し，基

本的に同様のロボットキットを活用することとし

ている。

小・中学校のロボットキット，高等学校のタブ

レット端末の配布については，検証の結果，３人

に１台が適切と判断し，県内全ての公立学校に配

布した。

なお，小型コンピュータボードについては，き

のくにICT教育のアドバイザーである大学教員に

協力いただき，本県独自のクリアケースを製作す

るなど，故障しにくくするための工夫も行ってい

る。

こうした機器等を活用することで，自分がプロ

グラミングしたものを実際に動作させ，試行錯誤

を繰り返し，失敗と成功を楽しみながら挑戦し続

ける力を育んでいく。

４．教員研修の実施

本県が実施するプログラミング教育への共通理

解及びプログラミング教育に関する指導力の向上

を図るため，平成３０年度から教員研修を実施して

いる。

平成３０年度は，小学校各校１名の教員，中学校

の技術科担当教員，高等学校の情報科担当教員へ

の研修を県内複数会場で実施した。令和元年度も，

小・中・高等学校で継続して研修を実施している。

研修では，実際に学習指導案で使用するソフト

ウェア等の操作や学習のポイントについて学ぶと

ともに，プログラミング教育を通じて育成したい

児童・生徒の資質・能力についての講義を行うな

どしている。

５．プログラミング教育支援員等

授業中の児童・生徒からの質問や機器トラブル

への対応，ロボットキット等の授業前の準備，教

員のスキルアップのための校内研修等の目的で，

プログラミング教育支援員を，毎日１０名，希望す

る小・中・高等学校に派遣できる体制を整えてい

る。また，プログラミング教育に関して，メール
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図６ 公開授業の様子

やテレビ電話等で問い合わせができるヘルプデス

クも設置し，対応している。

６．公開授業の実施

担当する教員が，小学校から高等学校にかけて

の体系的なプログラミング教育の具体的なイメー

ジを持ち，より効果的な指導や校種・学校間の情

報交換等ができるよう，小・中・高等学校それぞ

れで公開授業を実施した。公開授業の後には，文

部科学省の教科調査官や大学教授に，プログラミ

ング教育に関する全国的な動向や効果的な実施に

ついて講義いただいた。

また，小・中学校，中・高等学校，それぞれの

接続をより意識し，体系的なプログラミング教育

が効果的に実践できるよう，他校種への参加を呼

びかけた。

７．きのくにICT教育アドバイザー等

県内外の大学教員，IT関連企業等の有識者に

「きのくにICT教育アドバイザー」として就任い

ただき，学習指導案への意見や学習するプログラ

ミング言語，ロボットキットの選定，公開授業の

参観等，プログラミング教育に係る様々な助言を

いただいている。また，メンターとなる教員を

「きのくにICT教育ワーキングメンバー」として

招集し，学習指導案に対する意見等を集め，改善

に生かしている。

８．首長部局との連携

本県企業振興課では，中・高等学校のコンピュ

ータ部等に対して，IT関連企業のシステムエン

ジニア等を指導者として派遣している。

プログラミング言語の習得やドローンのプログ

ラミング等，各学校の要望に合わせ，企業とのマ

ッチングを図り，指導者を派遣することで，より

高度なプログラミング技術の習得につなげてい

る。

また，本県産業技術政策課では，「きのくに

ICTプログラミングコンテストSwitch Up

WAKAYAMA」を開催している。令和元年度の

課題は，「商店街にもっと人が集まれば楽しい」，

「和歌山の魅力をもっと知ってほしい」等を具体

例とした「楽しい和歌山」をテーマとしている。

こうしたコンテストの開催は，学習成果の発表の

場として効果的であり，児童・生徒の学習意欲の

向上に有効であると考える。

９．情報活用能力の育成

令和元年度に情報活用能力の体系的な育成に向

けた，ICTスキルに関する一覧表の作成を予定し

ている。

１０．展望

令和元年度の成果として，小・中・高等学校の

プログラミング教育に係る授業を全校種の教員を

対象に公開したり，学習指導案をWebサイトで

公開したりすることで，教員が各校種のプログラ

ミング教育のイメージを持つことができ，校種間

での円滑な接続ができつつある。また，全校種で

一斉に開始したことで，県内教員のプログラミン

グ教育に対する機運も高まった。

現小学５年生が社会に出るまでにも，情報化の

進展はさらに進むと考える。そのため，常に現状

に対応した情報活用能力等の育成をめざし，時代

に応じた学習内容の更新等が必要になる。

来るべき社会で活躍できる人材として必要な資

質・能力を確実に育成するため，本県はこれから

も「きのくにICT教育」をさらに推進していく。


